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台湾EC(B2C)市場の概要 
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<要約と結論> 

 台湾の電子商務取引(EC)市場は右肩上がりの成長を続けており、2012年の市場規模
は前年に比べ 17.4％増の 6605 億台湾ドル(約 2.6 兆円)となった。インターネットや
スマートフォンといった通信環境が整いつつあることを背景に、今後もネットショップ
の利用者は増加を続け、2015年には市場規模が1兆台湾ドル(約 4兆円)になると見込
まれる。  

 台湾の EC市場が成長する要因の一つには、決済サービスや物流網が整備されている
ことが挙げられる。決済面ではクレジットカードの普及が進み、ほとんどのネットショ
ップでカード決済の利用が可能となっているほか、コンビニに設置された FamiPort
や i-bon 等の端末機器で支払いを行うこともできる。物流面では、日本の宅配大手が台
湾のローカル企業にブランドやシステムを提供した黒猫宅急便やペリカン便などが出
現したことにより質やサービスが向上した。最近では一部のECプラットフォームで、
注文を受けたその日のうちに配送、受取りが可能なサービスも始まっている。 

台湾 EC市場の最大の特徴は、ECプラットフォームの存在がとりわけ大きいことが
挙げられる。台湾経済部のまとめによれば、ECプラットフォームを利用するネットシ
ョップは全体の 95.3%に上っている。そのうち EC プラットフォーム最大手の
｢PChome 商店街｣の利用率は71.9%、｢Yahoo!奇摩 超級商城｣の利用率は35.4%と
非常に多い。一方で、プラットフォームを利用せず独立型ECサイトのみでオンライン
ビジネスを展開する企業はわずか 2.2%となっている。 

 また近年は海外向けにサービスを展開する動きが活発だ。特に中国大陸は地理的、言
語的、文化的にも台湾に近く、ネットユーザが 6 億人を超えていることから、すでに
海外展開を行っているネットショップの約 8 割がターゲットとしており、これから海
外市場を狙うネットショップも多くが中国大陸を視野に入れている。 

 海外企業にとって台湾市場は、通信、決済、物流などのインフラが揃っている上、中
国大陸でネットショップを開くために必要な許可書(ライセンス)の取得も不要である
ことから、比較的参入しやすい環境が整っている。また台湾-中国間の通信もスムーズ
であることから、台湾を拠点に中国大陸向けのオンラインビジネスも展開しやすい。中
国市場への進出を念頭にまずは台湾に進出し、市場ニーズを捉えながら地道なブランデ
ィングを行って中華圏での認知度を高めていくことが中国市場成功への近道となる。 
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1. 台湾 EC市場の概況 

 OMNO 年の台湾 b` 市場の規模は SSMR 億台湾ドルE約 OKS 兆円Fに達し、前年に比べ

NTKQB増加した。今後も台湾のネットユーザは増加が見込まれるため、b` 市場は引き

続き順調に成長し、OMNR年の市場規模は N兆台湾ドルE約 Q兆円Fになると予測される。

また全体の約 S割を占める _O`市場の規模は、前年比 NUB増の PUOR億台湾ドルE約 NKR

兆円Fで、OMNP年は QUTN億台湾ドルE約 NKV兆円Fに達すると見込まれている。=

2. 台湾 EC市場の特徴    

 台湾では自社で b`サイトを立ち上げるという事例は少ない。日本で言えば楽天市場

のような j^ii型の b`プラットフォームを利用する場合が圧倒的に多く、現在ネット

ショップの VRKPBが b`プラットフォームを利用している。台湾ではネットショップを

経営する企業の多くが中小企業であることから、サイト設計が容易でコストも安く、プ

ロモーション等も簡単に行える b`プラットフォームの利用が増えたものと考えられる。=

 またネットショップを利用するユーザにとっても、保証という観点で b`プラットフ

ォームを利用するメリットは大きい。オンラインビジネスではショップや品質に対する

信用が大切だが、b` プラットフォームへの出店には基準が設けられ、しっかりした審

査も行われる。その上返品制度も整備されており、安心して買い物ができる環境が整っ

ていることから、ユーザ側も積極的に b`プラットフォームを利用しているようだ。=

 台湾最大の b`プラットフォームと呼ばれる｢m`ÜçãÉ=商店街｣は、台湾にあるネット

ショップの TNKVBが出店するほどで、圧倒的な知名度と人気を誇る。次に出店比率が高

いのは｢v~Üçç>奇摩=超級商城｣で PRKQB、さらに｢楽天市場｣が NRKNBと続き、これらト
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ップ Pが台湾 b`市場で大きなシェアを占める。なかでも｢m`ÜçãÉ=商店街｣と｢v~Üçç>

奇摩=超級商城｣は、この Oつだけで台湾 b`トラフィックの T割を占めると言われるほ

どだ。 

=

3. 主要な EC(B2C)プラットフォーム 

 台湾の主要な b`E_O`Fプラットフォームである｢m`ÜçãÉ=商店街｣、｢v~Üçç>奇摩=超

級商城｣、｢楽天市場購物網｣について下記に詳細を紹介する。=

=

PChome 商店街 
 網路家庭國際資訊股份有限公司Em`ÜçãÉ=låäáåÉ=fåÅKFが運営する台湾最大のb`プラッ

トフォームで、N 万 RMMM 店以上の店舗と NMMM 万件以上の出品商品数を有する。電化

製品の取扱いが多いのが特徴で、特に男性ユーザの利用率が高い。サービス開始は OMMM

年 S月で、OMMR年にはネット業界で初めて台湾株式市場に上場。OMMS年には米オーク

ションサイト大手の É_~óとの提携も果たしている。OMNO年のグループ全体の営業収益

は NQV億台湾ドルE約 RVS億円Fに上った。=

 併せて同社は ^ã~òçåのような直営型サイト｢m`ÜçãÉ=線上購物Em`ÜçãÉ=låäáåÉF｣も

運営している。独自の物流システムと設備によって、注文から OQ時間以内に商品を届

ける速達サービスを他社に先駆けて始めたことで、競争力を高めている。=
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=        m`ÜçãÉ=商店街                m`ÜçãÉ=線上購物=

Yahoo!奇摩 超級商城 
 v~Üçç>=q~áï~åが運営するj^ii型のb`プラットフォームで、店舗数はOSTU店= EOMNO

年 NN 月時点F=。ファッション関連など流行品の取扱いが多いため、若い女性の利用が

目立つ。=

 同社は台湾インターネットユーザの T 割以上が利用するポータルサイト「v~Üçç>=奇

摩Ev~Üçç>台湾F」を運営していることから、ポータルサイトを軸にした広告宣伝やプロ

モーションが得意で、まずはポータル側で集客し、「超級商城」や直営型の｢v~Üçç>奇摩=

購物中心｣に誘導する手法をとっている。逆にネットショップからポータル内の中古車

販売サイトや旅行サイト、不動産サイト、生活サイトなどへもリンクしており、多種多

様なユーザのニーズを満たす情報力を強みに差別化をはかっている。=

      v~Üçç>奇摩 超級商城               v~Üçç>奇摩=購物中心=
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楽天市場購物網 
 日本の楽天が OMMU年に台湾最大手の流通企業である統一グループと提携し、海外で

初めて展開した b`プラットフォーム。女性向けファッション商材を中心に拡大し、現

在の店舗数は約 OMMM店で、台湾 _O`プラットフォームで第 P位の規模となっている。 =

 台湾は親日派が多く、日本の商品への関心も高いことから日系アパレル商品の取扱い

が特に多い。サイト内の「日系商品市場」という特設ページには、lwl`や batfkと

いったアパレルブランドのほか、無印良品やダスキンなど数多くの日系企業が旗艦店を

出店している。=

       楽天市場購物網                 日系商品市場のページ=

4. 決済手段 

 ネットショッピングの支払い方法には、日本と同じようにクレジットカード、銀行振

り込み、代引き、コンビニ支払いなどがあり、クレジットカードの利用が全体の SOB

を占めている。台湾の平均クレジットカード所有枚数は N人あたり OKT枚で、ほとんど

のネットショップが sfp^／j^pqbo／g`_／^jbu等の主要なカードに対応している。=

 また台湾特有のコンビニ決済やコンビニ代引きサービスも全体の NUBが利用してい

る。日本ではコンビニ代理収納といえば、専用バーコードのある払込票をレジに渡して

支払いを行うが、台湾では全家便利商店E台湾 c~ãáäój~êíFの c~ãámçêíや台湾セブンイレ

ブンの áJÄçåといった店頭端末を使って簡単に支払いを行うことができる。また代金の

支払いと引き換えに、そのままコンビニで荷物を受け取ることができるコンビニ代引き
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サービスも好評だ。台湾は人口約 OMMM万人に対してコンビニ店舗数が約１万店E日本は

約 Q万 TMMM店Fと多く、帰宅途中に自宅近くの店で商品を受け取ることができるため、

クレジットカードを持っていない若者や使いたくないというユーザを中心に利用され

ている。なお以前はコンビニ決済が一般的だったが、クレジットカードの普及によって

利用者は減少している。 

 

                       決済方法は各ショップに記載されている 

5. 物流事情 

 現在は台湾でも日本と同様に、代引き、荷物追跡、日付指定などのサービスが一般的

に行われている。ネットショップが利用する宅配業者の中では台湾政府が NMMB出資す

る中華郵政の利用率が SQBと最も高く、日本の宅配会社からノウハウを学んだ黒猫宅

急便が QPKOB、ペリカン便が PQKOBと続いている。=

=

=

=

=

=
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バンキング
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ユーザがよく利用する決済方法

Source: 『経済部 新網路時代電子商務発展計画』，2012年11月

よりクララオンライン編集
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ネットショップが利用する宅配業者
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 コンビニ宅配E店到店Fは台湾 c~ãáäój~êíや ÉòpÜáéが運営す

るコンビニ間の配送を行うサービスで、利用率は PRKMBに上

る。台湾セブンイレブンが運営する= TJNN 交貨も同様のサー

ビスで、いずれもネットショップの担当者が最寄りのコンビ

ニから発送すると購入者の自宅ではなく指定のコンビニに到

着する仕組みになっている。重さや大きさに制限があるもの

の OQ 時間 PSR 日いつでも発送と受取りができる上、送料も

安いため特に `O`でよく利用されている。また最近では一部

の b` プラットフォームで、ユーザが注文したその日のうち

に商品が届く当日配送サービスも始まっている。 =

 なお台湾の小口物流は NVVM年代まで国が運営する中華郵政が市場を独占していたが、

OMMM 年以降、台湾のローカル企業が日本から宅配ビジネスを学び、ブランドやシステ

ムの提供を受けたことから一気にサービスが向上した。台湾でも有名な黒猫宅急便やペ

リカン便は日本と同じブランド名で展開しているが、日本の法人とは異なる。=

6. 海外展開 

 台湾のネットショップのうち、海外向けサービスを行っているのは全体の約 P割にす

ぎないが、このうち中国大陸向けのサービスを行っているのは TUKQBに上る。中国大陸

のインターネットユーザはすでに S億人を超えており、台湾に比べて市場規模が格段に

大きい上、中国側の通信環境、物流、決済の仕組みが整いつつあることから、これから

海外向けサービスを検討するというネットショップの多くが、中国市場を視野に入れて

いる状況だ。=
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2011年 海外向けECサイトの対象国

Source：『経済部 新網路時代電子商務発展計画』，2012年11月
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 b`プラットフォーム側もグローバル展開を積極的に進めており、「m`ÜçãÉ商店街」

を運営する m`ÜçãÉ= låäáåÉ は中国大陸向けの簡体字サイトや英語圏向けのサイトを開

設しているほか、OMNN年にはアメリカに進出し、m`ÜçãÉ=rp=fåÅを設立。北米在住の

華人をターゲットに台湾直送をアピールする繁体字サイト｢m`ÜçãÉ= rp｣の運営を行っ

ている。いずれのサイトでも国際配送の地区内一律送料をうたっており、商品重量 RâÖ

以下の場合、中国大陸は QM 元、その他アジア地区やアメリカは NM ドル、ヨーロッパ

は OMドルとなっている。利用者の多くが華人であることから、決済に関しても中国で

なじみのある ^äáé~óや海外で一般的な m~óé~äを導入している。=

 日本企業が中国や ^pb^k を含む中華圏向けのネットショッピングを検討する場合、

まずは海外向けにサービスを行う台湾の b`プラットフォームに出店するのが良いだろ

う。一見遠回りに見えるが、台湾は日本と同レベルのビジネス環境が整っている上、中

国大陸で b` サイト開設の際に必要な許可証EライセンスFも不要なことから参入のハー

ドルは低い。一方で台湾は大陸と地理的、言語的、文化的にも近く、中華圏の消費者を

念頭に置いたテストマーケティングの場としても最適だ。通信についても台湾－中国間

のアクセスは日本－中国間に比べてスムーズなことから、まずは台湾を拠点に中国市場

にトライすればリスクを大きく減らすことができるだろう。ただし b`市場においては、

プラットフォームの存在が大きいという台湾ならではの事情もあるため、台湾ネットユ

ーザの嗜好や行動を捉えた上で参入するのが望ましい。=

 

 

 本レポートに含まれる情報は一般的なご案内であり、包括的な内容であることを目的としておりま
せん。また法律・条令の適用と影響は、具体的な状況によって大きく変化いたします。具体的な事
業展開にあたってはクララオンライン=コンサルティングサービスチームより御社の状況に特化し
たアドバイスをお求めになることをおすすめいたします。また本書の内容は OMNQ年 N月 NM日時点
で編集されたものであり、その時点の法律及び情報、為替レートに基づいています。=

本書はクララオンライン=コンサルティングサービスチームにより作成されたものです。クララオンライ
ンの中国、台湾、韓国、シンガポールなどアジア各国のインターネットコンサルティングサービスに関す
るお問い合わせは以下の連絡先までお気軽にご連絡ください。=
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